
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発行元】（令和 2 年６月１２日発行） 
〒651-0062 神戸市中央区坂口通 2 丁目 1 番 1 号 

兵庫県社会福祉協議会 地域福祉部 
TEL 078-242-4634 FAX 078-242-0297 

E-Mail: chiiki-2@hyogo-wel.or.jp（担当：山下・永坂） 
 

生活支援コーディネーターの声 
〇何かしら活動しなければいけないけれど、

どうしてよいかわからない。 

〇上司・行政に何かしらの結果を求められる

けれど…声かけても誰も動かない。 

〇活動をすすめて何かあったらどうしよう。 

〇実際に、地域活動者から「責任を取ってく

れるのか」と言われています。 

兵庫えんだより 
兵庫県社会福祉協議会 生活支援ニュースレター 第５号 

（縁 ・ 円 ・ 援） 

このニュースレターは、市町社協の生活支援コーディネーター、住民等が創意工夫しながら行

われている生活支援、地域活動をお伝えするために発行いたします。 

～生活支援コーディネーター・地域活動者の苦悩～ 
先の見えない不安と活動継続の狭間で 

 

新型コロナウイルスの感染でだれもがスムーズ
な活動ができたわけではありません。大半が迷
い、葛藤しながらこの数か月を過ごしました。 

「混乱期」に起きたこと 

【通いの場ガイドライン】 
（兵庫県高齢政策課 R2.5.22 発出）    

地域活動者の声 
〇今までの大切にしてきたもの 

がなくなる。 

〇活動を続けたいけど、実際どうす

ればよいの？ 

〇自粛解除して、どうすればいい？ 

〇何か活動していて、感染者が出た

らどうしよう。 

の？ 

 

「移行期」：感染予防対策の徹底（工夫）＋地域活動再開 

動ける人から「やってみよう」 

混乱期（発生直後） 

・感染予防のための徹底した自粛生活 

・緊急小口資金貸付・マスクづくり等 

・ニーズ把握（調査・聞き取り）等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・新たな地域活動に向けて、未知のウイルス・

災害を意識した平常時の活動を構築する。 

・生活､地域､精神､身体の４側面から再確認。 

・移行期の情報を元に、協力体制を再構築。 

 

 

移行期（自粛解除後）

後） 

 

未知のウイルス・災害を意識した活動のロードマップ 長期展望期（新たな地域生活） 

 

・混乱期の整理 

・社協業務の再確認 

・知恵寄せ会議等 

・感染予防対策を徹底 

・地域活動再開の検討  

感染者が出た
らどうしよう。
実際どうすれ
ばいいの？ 

④地域の声を今後に生かそう 

②わがまち流ガイドライン 

③再開に向けた話し合い 

工夫や気が付いたこと 

①ガイドラインをわかりやすく示す 

先が見え
ない不安 

（本来の三密など） 

入れな
いの？ 

もう行
かん！ 

感染恐怖・人数制限・方法は？ 

マスク？ 

真っ暗なトンネルと同じ 

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=YqVDJiFt&id=DAAE7B25EDB47525C9A3A0353CE526D6B268F122&thid=OIP.YqVDJiFtOsj14E6plVCUowAAAA&mediaurl=https%3a%2f%2fjapaclip.com%2ffiles%2fhouse02.png&exph=274&expw=400&q=%e5%ae%b6%e3%81%ae%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88+%e7%84%a1%e6%96%99&simid=608004679801373252&ck=8A10959E5837396BC83F9D7FFF15F481&selectedIndex=235
https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=6JnEHjtS&id=637AA33E3360678A4E721C8B4DA30405D148F289&thid=OIP.6JnEHjtSn6_Q8G4UgC52DgAAAA&mediaurl=https%3a%2f%2f4.bp.blogspot.com%2f-8Vm1SgVwxfY%2fWerLFXscU5I%2fAAAAAAABHss%2fkqKzQNBdAKYKPC2rvDM5TLvWenOlQr53gCLcBGAs%2fs400%2fpose_tobokeru_woman.png&exph=400&expw=400&q=%e5%9b%b0%e3%81%a3%e3%81%9f%e9%a1%94%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&simid=607999946757308705&ck=A5CB48E6CDC540D8563B4421A9778004&selectedIndex=736
https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=4y4qmFiS&id=DA3673C518B6EDFD413AA69DD1C344B687436B53&thid=OIP.4y4qmFiS_t64_VP-sCgd4QHaIY&mediaurl=https%3a%2f%2f3.bp.blogspot.com%2f-RPFLf5UgSMs%2fVf-aOh5VTjI%2fAAAAAAAAyEo%2f4IedOJoPMlU%2fs800%2fijikeru_man.png&exph=724&expw=640&q=%e6%82%b2%e3%81%97%e3%81%84%e9%a1%94%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&simid=607994857253176790&ck=9F8194F24FD04B19B0D91F49BBAF8B61&selectedIndex=109
https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=%2bTlUYXSX&id=1408685A54553BAA642A4554EC5B181F4EAA845B&thid=OIP.-TlUYXSXaGLk5siAHf_UQgHaIi&mediaurl=http%3a%2f%2f2.bp.blogspot.com%2f-WalLeVosP4s%2fVZ-PbtL_InI%2fAAAAAAAAvE8%2feYl9rgui8x0%2fs800%2fobaasan_schok.png&exph=604&expw=524&q=%e6%82%b2%e3%81%97%e3%81%84%e9%a1%94%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&simid=607986851425290839&ck=140D68F97FFCCBFE6D34C2DD2093B4E0&selectedIndex=323
https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=jxI6mBZy&id=F431F6B8ED0E6978A45A17996A46FD8154290AF0&thid=OIP.jxI6mBZypExl6ovwAbeu6wHaIS&mediaurl=https%3a%2f%2f1.bp.blogspot.com%2f-bThRMhOX2W4%2fVZ-TkK6nyUI%2fAAAAAAAAvRk%2fjp-_MuEG66E%2fs800%2fojiisan02_angry.png&exph=588&expw=525&q=%e6%82%b2%e3%81%97%e3%81%84%e9%a1%94%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&simid=608032137528609384&ck=1DA0E6386F3E0DE4EF369BD521608012&selectedIndex=434


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工夫 兵庫県のガイドライン わがまち流のガイドライン 知恵が生まれた背景 

① 
感染予防上の注意事項
の説明 

団体用と個人用を準備。個人用には
「マスクづくり」の項目を入れ、「最
低限マスク着用」の意識をもつようお
願いしている。 

個人の感染対策はまちまちだが、主催者が
指摘しにくい。そこで主催者の負担を減ら
すため、社協として個人用ガイドラインで
「マスク着用」等の啓発を行うこととした。 

② 
サロン以外の事例は限
定的 

掲示板、お手紙、ラジオ体操等、 
屋外等の事例も掲載した。 

三木市社協の屋外事例を参考にしながら、
サロン以外の屋外活動等を掲載した。 

③ 
サロン開催までの流れ
の説明がない。 

準備期間を設定し、分散を含めた活動
内容、感染防止対策や必要な物品、日
程・広報などにつき、話し合いの場を
もつよう追記した。 

「サロン開催までの具体的な方法」に関す
る問い合わせが殺到した。そこで関係者と、
会場の制約など、お困りポイントを話し合
い、三木市社協の開催事例も参考にした。 
（関連動画：https://bit.ly/37gX3U9） 

④ 
感染予防グッズ等の作
成方法は書いてない。 

自分用のゴミ箱やフェイスシールド
等の作り方を追加した。 

行政保健師が、ごみからの感染があること
等を説明。説明手順を写真撮影した。 

 

 

 

実際にうごいてみたよ！ 
宝塚市社協の「わがまち流のガイドライン」 

 

ガイドラインを基に知恵を出し合う 

 

笑顔のエピソード 

自粛中の給食サービスのことです。市内の飲食店は

「こんな時やから、助け合っていこう」と調理を快

諾。配送中に畑をしていた住民から「いつでも手伝

うで」声かけられ、手の不自由な配食利用者から、

「大変な時に配達ありがとうの感謝の気持ちを伝え

たくて」と絵手紙が送られてきました。給食を届

け、お返しにあたたかい心いただき、感謝の気持ち

でいっぱいになりました。（加東市社協） 

 

 

 

【編集後記】 
自粛が解除されガイドラインが出ましたが、まだま

だ、混乱は続きます。でも、ここからが生活支援コー

ディネーターの腕の見せ所ではないでしょうか。住民

と心を通わせながら新たな地域共生社会をめざして

「わがまち流ガイドライン」を作ってみませんか。 

こんなやり取りがありました！ 
 
 

住民の不安の
声が多数！

ガイドライン
提示

これだけでは
動けない！

宝塚流ガイド
ライン作成

住民がいろい
ろなアイデア
を出す。

行政保健師が知恵
を発揮！ゴミ箱や
フェイスシールド
を住民に教える。 

活動者のリーダーの声 
不安だったこの期間、同じ立場の人
はどうしていたか聞きたい。 
今回のことでさらにつながりの大切
さがわかりました。 

工夫① 

団体用と個

人用を準備 

工夫④ 

自分用のごみ箱、フェイス

シールド、マスクの作り方

紹介 

工夫② 

屋外活動等

事例紹介 

工夫③ 

サロン開催ま

での手順紹介 

「わがまち流のガイドライン」が生まれるまで 
 

ガイドラインに
は開設までの流
れがない！ 

５月半ばから「開
始してもよいと言
われても…」 

生活支援コーディネーターの声 
ガイドラインは寄り添うためのツール
になりました。再開後も参加されず見
守りが必要な方等、今までのつながり
が切れないような工夫をしたい。 
（生活支援コーディネーター早瀬氏） 

 

全自治会に配布す
ると、自治会長が
「これはええ
な！」と大好評 

 

https://bit.ly/37gX3U9

